
「連合東海ブロック　2008政策研究集会」を開催

活発な意見交換をする分科会のようす▲

　連合東海ブロックは７月７日・８日の２日間にわたり、

長野県松本市において「連合東海ブロック　２００８政

策研究集会」を開催した。連合愛知からは、神野会長

をはじめ副会長や構成組織代表者・政策推進議員など

６４名が参加した。

　東海ブロック代表幹事である神野会長のあいさつに

続いて、信州大学准教授の井上信宏氏から「格差社会

からの脱却をめざして」と題する記念講演があり、経済

問題や労働運動の研究者としての視点から、労働組合

が格差是正に向けた取り組みを行うにあたっての示唆

をいただいた。続いて、連合本部の逢見副事務局長が

「２００９年度　連合の重点政策」について説明を行い、

格差是正やくらしの安心･安全に向けた取り組みなど

について紹介と周知がなされた。その後、５つの分科

会のテーマに沿って、東海ブロック各県担当者等から

問題提起が行われ１日目の研修を終えた。

　２日目には、「地域や職場で取り組むエコライフ」「ワ

ーク･ライフ･バランス実現」「子どもたちを取りまく教

育の現状」「地域を良くするローカルマニュフェスト実

現」「水と緑の確保」をテーマとする５分科会に別れ、

事例紹介や参加者による活発な意見交換が実施された。

最後には、分科会討論を基にした報告とまとめがなされ、

政策研究と実現に向けた方策などを共有することがで

きた。

●冒頭あいさつに立つ神野会長●冒頭あいさつに立つ神野会長

「格差社会からの脱却」に
ついて語る井上氏
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　連合は、平和への意識喚起、核兵器の廃絶、在日米軍

基地の整理・縮小、北方領土の返還など恒久平和の実

現をめざし、国内４地域（沖縄・広島・長崎・根室）におい

て平和行動を実施している。これを受ける形で連合愛

知は、浅井副会長を団長とする２０名の団を結成し、６月

２３日～２５日の３日間にわたって積極的に「平和行動 ｉｎ

沖縄」に参加した。

　平和な地球を求めて開催された「２００８平和オキナ

ワ集会」では、現地高校生による“平和メッセージ”の朗

読や高木会長のあいさつのほか、語り部継承者によっ

て過酷で悲惨な壕の中での生活の様子などが語られた。

また、２日目の「ぴーす・フィールドワーク」では、地上戦

の際に使用された“アブチラガマ”や、学徒戦死者を供

養する“ひめゆりの塔”といった戦跡を中心に見学を行

い、沖縄戦の実相に触れることができた。さらに、嘉数

高台公園において普天間飛行場を遠景に眺めながら米

軍基地についての説明を受けたあと、各地方連合会か

らの参加者全員が県庁前広場に集合し、米軍基地の整理・

縮小を求める集会・デモ行進を実施した。

　連合愛知は６月４日、「第６回　国政研修会」を実施した。

この研修会には塩谷副事務局長をはじめ構成組織代表

者など１１名が参加し、参議院議長公邸の見学・国会議

員との懇談・委員会傍聴などを行った。

　参議院議長公邸を訪れた研修会参加者は、江田五月

参議院議長の案内で公邸内を見学し、「過去の議長は

ずっと自民党から選出されていたが、昨年夏の参議院

選挙で民主党が第一党となったことにより、参議院議長

のポストをいただくことができた」などといった説明を

受けた。さらに、佐藤泰介議員、伴野豊議員、近藤昭一

議員など愛知県選

出の国会議員１０名

から、今国会の状

況や今後の展望に

ついて報告をいた

だき研修を深めた。

　その後、国会議

事堂に研修場所を移し、衆議院厚生労働委員会を傍聴

した。そこでは、「障害者の雇用の促進等に関する法律

の一部を改正する法律案」の審議が行われており、参

加者は舛添厚労相・官僚と民主党議員のやり取りにつ

いて立場や視点が違う双方の意見を聞き比べ、相違点

や感想などを述べ合った。

▲平和行動 ｉｎ 沖縄に参加した組合員のみなさん

▲江田参議院議長による公邸内の案内

場所／（社）日本産業カウンセラー協会中部支部

電話相談

面接相談

専用電話

※事前の予約が必要です（１回の面接時間は１時間以内）。２回目までの相談は
　無料で、３回目以降は１回当たり１,０００円を相談者に負担して頂きます。

あなたの職場で働くすべての人と家族の�
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 ▲熱心に講演を聴くセミナー参加者

自らの育児経験を語る鈴木光司氏▲

▲推進状況の最終報告を行う内堀委員長

　連合愛知は６月２５日、ワークライフプラザれあろにお

いて「２００８執行委員非選出構成組織懇談会」を開催し

た。懇談会には、神野会長をはじめ執行委員非選出構

成組織の代表者など３６名の参加があった。

　神野会長は、連合愛知の役割や取りまく情勢などに

ついて講演する中で、「活動が伴わないと構成組織・組

合員の理解が得られない」とし、「わたしたちが行動す

ることで、少しずつでも社会を変えていかなければな

らない」と自ら積極的に活動することの必要性につい

て述べた。続いて、参加いただいた各構成組織代表者

から、組織の現状や課題について報告を受けた。そこ

で出された課題等に基づいて行われた意見交換では、「人

事評価制度のあり方」「諸会議や参加要請に対する要望」

「連合愛知の活動内容の周知」などが話題となり、参加

者がさまざま情報交換を行うとともに構成組織間のつ

ながりを深めた。

　この会の開催にあたっては、事務局長・担当局長など

が執行委員非選出構成組織を訪問して事前のヒアリング・

意見集約を行っており、懇談会の場において発言しやす

い環境づくりにも努めた。

懇談会参加者に向けて講演する神野会長▲

　連合愛知は６月１３日、中区役所ホールにおいて「男女

平等参画推進セミナー」を開催した。このセミナーには、

神野会長をはじめ各構成組織の組合員など、およそ４５０

名の参加を得た。

　神野会長のあいさつに続いて、男女平等参画推進委

員会の内堀委員長が「連合愛知男女平等参画推進状況

の最終報告」を行った。内堀委員長は、「さまざまな格差」

や「多様な働き方の選択」が拡がりを見せている社会

情勢の変化を踏まえ、調査結果の考察やこれまでの６ヵ

年を通して明らかになった課題、さらには次期計画の策

定を実施すること等を述べた。その後、「リング」「らせ

ん」の著書で知られる鈴木光司氏から、「新しい家族の

あり方」と題した講演をいただいた。鈴木氏は、自らが「小

説家という“自由業”だったことが大きい」としながら、「子

育てにかかわった事の後悔は少しもない。むしろ仕事が

はかどった」「育児書に頼らないで、一人ひとりが自分

流の方法を見つければよい」などと話し、普通のサラリ

ーマンを含め、多くの男性が子育てに参加できるような

社会環境の整備・構

築を訴えた。参加

者からは、「自分流

に自信をもって子

育てしようという意

欲が出た」「育児は、

男女がともに担う

べきだと思う」など

の感想が寄せられた。



▲後期高齢者医療制度などの諸問題を訴える神野会長

　連合愛知官公部門は６月１８日、ワークライフプラザれ

あろにおいて「２００８官公部門学習会」を開催した。こ

の学習会には、齋藤部門長はじめ官公部門構成組織代

表者・政策委員会委員など、およそ８０名の参加があった。

これまでは中央から講師を招き、講演会を行う形で実施

してきたが、２００８年度は、各構成組織から現状や課題に

ついての報告を行う内容に形式を変えて学習会を実施

した。

　齋藤部門長のあいさつに続いて、自治労・国公総連・

ＪＰ労組・政労連・愛教組の５構成組織代表者から報告が

行われた。それぞれの構成組織が抱える課題として、「公

立病院の再編成」（自治労・伊藤副委員長）、「日本農業

の再建」（国公総連・志賀委員長）、「民営化に伴うサー

ビス提供の変化」（ＪＰ労組・小椋議長）、「独立行政法人

整理合理化計画への対応」（政労連・梶委員長）、「学校

現場をとりまく状況」（愛教組・森情宣部長）が採り上げ

られ、問題点や取り組み状況などが紹介された。意見交

換の時間がやや少なくなってしまったものの、官公部門

構成組織の実情や課題を相互認識・共有できたことで、

今後の取り組みに対しても結束が図られた。

▲報告をする自治労・伊藤副委員長

熱心に報告を聴く組合員▲

　連合は、格差是正の具体的解決策を社会にアピール

し世論喚起を図るため、「STOP! THE格差社会キャン

ペーン」（第２弾）の取り組みを展開している。これを受

けて連合愛知も、毎月１回の街頭宣伝行動を継続して

実施してきた。今回は６月５日、神野会長、度会事務局長

をはじめ構成組織代表者、各級議員などおよそ９０名が

参加し、名古屋駅前において「STOP! THE格差社会

キャンペーン」街頭宣伝行動を実施した。

　神野会長は、「道路特定財源・暫定税率」「後期高齢

者医療制度」「年金記録問題」について課題等を指摘し、

現政府・与党に対して政策転換をするよう訴えた。また

参加者は、雨の降るあいにくの天候であったものの、名

古屋駅前街頭においてチラシ等を配布し、多様な働き

方による格差の是正や安心できる社会保障制度の構

築などを駅利用者に訴えるとともに、連合の行ってい

る「STOP!THE格差社会キャンペーン」に対する理解

を求めた。
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【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知各種委員会の委員交代について

　　構成組織の事情により、下記のとおり委員を交代する。

　　  委員会名     構成組織名        新              旧

　　青年委員会　    都市交　   日比崇史　  野村和巳

３．地協事務局長の交代について

　　豊田地協からの申し出により、以下のとおり交代する。

　　　地協名 　　　役職名 　　　 新 　　　　旧

　　　自治労　　   事務局長　  山本輝夫　 立松　学

４．連合愛知官公部門　人事院勧告期各種要請行動の実

　施について

　　（１）人事院中部事務局

　　　日　　時：２００８年７月２２日（火）１４：００～１５：００

　　（２）愛知県人事委員会

　　　日　　時：２００８年７月１５日（火）１４：３０～１５：００

　　（３）名古屋市人事委員会

　　　日　　時：２００８年７月１５日（火）１３：４５～１４：１５

５．ビルマ・サイクロン災害、中国四川省大地震への支援

　について

　　連合愛知「災害発生の対応マニュアル」に基づき、義

　援金を拠出する。　

　　（１）義援金の水準：各１５万円

　　（２）拠　  出　 元：連合愛知会計（予備費）

６．「部落解放をめざす愛知研修会」第３２期部落解放講座

　への参加要請について

　　（１）日　　時：２００８年７月４日（金）１０：００～１６：００

　　（２）場　　所：愛知県勤労会館

７．「北方領土の日」ポスターコンテスト作品募集の協力

　について

　　２月７日の「北方領土の日」を広く国民に認知しても

　らうとともに、領土問題に関心をもってもらうため、北

　海道総務部北方領土対策本部が主催する作品募集に

　ついてＰＲを行う。

 【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

　連合愛知青年委員会では、今年度の学習テーマを「現

代社会の抱える諸問題」としており、社会情勢や労働問

題などについて幅広く知識を得ることができるよう、青

年委員のニーズに合った学習会を計画・実施している。

　第３回となる今回は、６月１８日、ワークライフプラザれ

あろにおいて青年委員会学習会を開催した。次期衆議

院議員総選挙がいつ行われるか分からない状況等を踏

まえ、政治活動や政治と暮らしの関係などに関心をも

つことを目的に、テーマを“政治”と設定した。連合愛

知推薦候補者のうち、新人である「山尾しおり」氏と「お

おにし健介」氏のお二人をお招きし、それぞれの経歴や

決意などについて自己紹介を受けた後、意見交換を行

った。青年委員は最近の社会情勢等を鑑み、「治安問題」

「教育問題」「偽装問題」などについて思いを述べ、そ

れぞれの推薦候補者に意見を求めた。打ち解けた雰囲

気の中でさまざまな意見交換ができ、青年委員にとっ

て“政治”に触れる有意義な会とすることができた。
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